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数字からみる衣生活にかかる負担 
 
長尾 順子＊ 
 
１．はじめに 
 昨今，家庭科教員が文科省より求められる「持続可能な循環型社会の実現を目指すために
実践的な態度を養う」の課題に対して，本稿では家庭洗濯 1 回にかかる金銭的負担を身近な
資料を用いて算出し，数字を通じて，環境に配慮した衣生活の学びを提案する。環境問題に
ふれるとき，ただ漠然と節電や節水を推奨したり，CO 排出量などの数値を示すよりは，
金額という日常生活になじみのある数値の方が小中高校生にとって理解しやすく，環境
保全教育の導入として非常に有効的な方法であると考える。 
 
２．実習方法 
【用意するもの】 
 ・計算機 
・洗濯機の取扱説明書（本稿は「東芝全自動洗濯乾燥機 AW-8V3M」を用いる） 
・「電気使用量のおしらせ」（北海道電力株式会社） 
 ・「水道料金のおしらせ」（札幌市水道局） 
 ・市販洗剤のパッケージ（本稿は花王株式会社の，「アタック 高活性バイオ EX」を 
用いる） 
 
【算出の条件】 
洗浄に必要な三要素は，機械力，洗剤，水である。 
機械力：洗濯機（東芝全自動洗濯乾燥機 AW-8V3M）， 
洗浄・脱水時間は 30 分，乾燥時間を 2 時間と仮定する。 
洗 剤：市販の粉末洗剤（花王株式会社，「アタック 高活性バイオEX」），内容量1000g，
価格 350 円を使用すると仮定する。 
 
【実習の流れ】 
実習は，1 回の洗濯にかかる費用（洗剤・電気代・水道代）を算出し，ついで乾燥機を使
用した場合の費用を比較する。洗濯機本体の価格などの初期費用は考慮しない。 
 
【事前算出】（小数点第一位を四捨五入） 
 ①家庭における，1kWh あたりの電気使用料を算出する（図１）。 
   ここではおよそ 35 円となる。 
 ②家庭における，1  あたりの水道料金を算出する（図２）。 
   ここではおよそ 246 円となる。 
 
＊ 藤女子大学人間生活学部 
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図１ 「電気使用量のおしらせ」より一部抜粋し作成 
 
 
使用水量（ ） 55 
領収金額（円） 13,532 
 
図２ 「水道料金のおしらせ」より一部抜粋し作成 
 
 
【1 人分 1 回の洗濯にかかる費用を算出する】（小数点第一位を四捨五入） 
①1 人分 1 回の洗濯物量を決定する。 
人間 1 人が 1 日に出す洗濯物量はおよそ 1.5kg が目安である（図３）。 
 
 
図３ 洗濯物の重さ（目安） 
出典）佐々井啓監修：『家政学概論』共栄出版株式会社,2004（初版第 2 刷）,p133 
 
 
 ②洗濯機の消費電気量と使用水量を，洗濯機の取扱説明書の数値から決定する（図４）。 
今回は丸括弧内の数値を用いるため，消費電力は 680W，使用水量は 93 となる。 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 東芝全自動洗濯乾燥機 AW-8V3M の仕様 
出典）TOSHIBA：『AW-8V3M 取扱説明書』,（2015）,p63 
使用量（kWh） 186 
今月分の計算金額（円） 6,548 
＊婦人半袖ブラウス：130g 
＊ジーンズ：600g 
＊婦人ショーツ：20g 
＊綿くつ下：40g 
＊タオル：70g 
＊パジャマ上下（夏用）：600g 
 
  合計  1.46    kg 
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③消費電力量を算出する。 
1 時間の消費電力は 1kWh であり，30 分洗濯機を稼働させた場合の消費電力は以下
の式によって求められる。 
   消費電力量 680W×0.5h =340Wh 
これを kWh にすると，340Wh×0.001＝0.34kWh 
1kWh の電気使用量は 35 円なので， 
1 回洗濯機を稼働する際にかかる電気使用量は 0.34kWh×35＝11.9 円≒12 円となる。 
 
 ④水道料金を算出する。 
   1  の水道料金は 246 円であり，使用水量は 93 であるので，1 回の洗濯にかかる水   
道料金は以下の式によって求められる。 
 1 ＝0.001   であるから 93 ＝0.093   
   1  246 円×0.093   = 22.8≒23 円 
1 回洗濯機に使用する際の水道料金は 23 円となる。 
 
 ⑤洗剤の価格を算出する。 
   洗剤のパッケージの裏面には，洗濯物量に必要な洗剤量が明記されている（図５）。 
今回洗濯物量は 1.5 ㎏と仮定しているため，洗剤は 20g 必要である。 
   洗剤の内容量は 1,000g であるため，1,000g÷20g＝50 回分 に使用が可能である。 
したがって，1 回の洗濯に必要な洗剤の価格は，350 円÷50 回＝7 円となる。 
 
一般タイプ 
使用量の目安
水量の目安（洗濯物量の目安）
65 （6.0 ㎏） 1.3 杯（60g）
55 （4.5 ㎏） 1.0 杯（47g）
45 （3.0 ㎏） 0.7 杯（34g）
30 （1.5 ㎏） 0.4 杯（20g）
 
図５ 市販洗剤のパッケージ 
（花王株式会社，「アタック 高活性バイオ EX」より抜粋し作成） 
 
 ⑥電気料金，水道料金，洗剤の価格を合算する。 
   電気 12 円＋水道 23 円＋洗剤 7 円＝42 円となり，1 回の洗濯にかかる費用が算出  
される。 
 
 ⑦乾燥機を使用した場合 
   2 時間乾燥機を使用した場合の電気使用料は，以下の式によって求められる。 
   消費電力量 1250W×2h = 2500Wh 
これを kWh にすると，2500Wh×0.001＝2.5kWh 
1kWh の電気使用量は 35 円なので， 
1 回乾燥機を稼働する際にかかる電気使用量は 2.5kWh×35＝87.5 円≒88 円となる。 
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 ⑧乾燥機を使用した場合としない場合の金額を比較する。 
   乾燥機を使用することがいかに消費電力を増やすことか理解するとともに，乾燥機
使用の利点を挙げてもらう。 
 
３．おわりに 
 1930 年に国産の洗濯機が登場して以降，洗濯機は家庭の必需品となり，家事労働軽減に
貢献している。家庭洗濯において，多くの家庭では，洗濯機，水，洗剤を使用する。洗濯機
を稼働させるための電力も欠かせない。2000 年頃からは柔軟剤の需要も増加している。共
働き世帯が増えた現代では乾燥機を活用する家庭もあるだろう。 
以上のように洗濯とは多くの要素を必要とし，日常的に行う行為である。今回紹介したよ
うな学習方法を取り入れることで，生徒が日常生活を送る上で衣生活に関心をもち，衣服管
理への理解を深め，日常の生活行動がどう環境保全に繋がっていくのかを考えるきっかけ
になればと考えている。その導入の授業例のひとつとして，家庭科教員の皆様にご活用頂け
れば幸いである。 
 
本稿は，2015 年度に開催された第 17 回藤女子大学家庭科教育研修講座において紹介し
た題材に加筆しました。 
